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In order to re-examine the formation process of the climatological precipitation difference between 
Kochi (Pacific side of Shikoku District) and Okayama (Seto Inland Sea side) characterizing the Seto 
Island Sea Climate in warm season, synoptic climatological analyses of the daily precipitation features 
and atmospheric fields were performed for the warm season (April to September) of 1985 - 2015, based 
on the daily and hourly precipitation data and weather maps by the Japan Meteorological Agency (JMA), 
and the NCEP/NCAR re-analysis data. The large climatological difference of precipitation at Kochi from 
that at Okayama throughout the warm season was greatly contributed to by the days with the precipitation 
difference between Kochi and Okayama (ΔPR) with greater equal to 30 mm/day. In addition, such large 
daily ΔPR was mainly due to the intense rainfall at Kochi with greater equal to 10mm/h throughout the 
warm season, except for a part of the cases in April when the “not so intense rain” with less than 10mm/h 
at Kochi contributed to the large ΔPR. However, it is noted that the features of the synoptic-scale 
atmospheric fields and possible roles of the mountain ranges in Shikoku District causing the large ΔPR 
were rather different among August (midsummer), September (Autumn rainfall season) and April 
(Spring) . 
 













〜2001 年のデータに基づき，8 月から 9 月にかけての
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高知と岡山との気候学的な降水量差は，日降水量差
50mm 以上の日の寄与を大きく反映していることを




























映している（Ninomiya 1989; Ninomiya and Muraki 1986; 




広域場の季節的変化も大きい（ Murakami and 















行った。その結果，前述のように 8 月から 9 月にかけ
ての気候学的に大きな降水量差は，ΔPR≧50 ㎜/day の
日の寄与を大きく反映する一方，4 月から 5 月にかけ
ては，0〜50 ㎜/day の日の寄与も大きい事を示した｡ 
しかし，加藤（2007）は，それらに関わる日々の現象
の特徴や季節性に関する吟味が不十分であった。 











本庁の HP よりダウンロードして筆者らが編集） 
・NCEP/NCAE 再解析データ（2.5°×2.5°の格子点間隔）








































値の季節変化を，4 月〜11 月について第 1 図に示す
（詳細な議論は，4〜9 月について行うが）。挿画の際
には，1985〜2015 年全体について同じ日付で平均し，
更に 11 日移動平均して平滑化した。また，ΔPR に関
しても，第 1 図下段に同様な図を示す。更に下段には，
 高知・岡山間の降水量差形成に関わる暖候期の日々の降水や大気場の総観気候学的解析  











8，9 月には，日々の ΔPR≧50mm/日や ΔPR≧100 ㎜/
日の大きな寄与を反映して，降水量差の 31 年平均値
は特に大きかった。ところで加藤（2007）は，1971〜
2001 年のデータに基づき，4 月，5 月における高知と
岡山との大きな総降水量の差は，ΔPR＜50mm/日の日
が比較的頻繁に起きることの反映だと述べた。しかし，


























第 2 図 高知（上段）と岡山（下段）における気候学的

























与（8 月，9 月，4 月間の比較） 
4.1 全体の概要 
抽出された ΔPR≧30mm/日の全事例数は，延べ日数
で 4 月が 53 日，5 月が 55 日，8 月が 79 日，9 月が 81
日であった。ΔPR≧30mm/日の全事例で平均した，高
知と岡山における日降水量（mm/日）と，それに対す
る階級別の 1 時間降水量の寄与を，4，5，8，9 月につ
いて，それぞれ第 3 図に示す。なお，気象庁によれば
（気象庁本庁の HP），1 時間雨量 10mm 以上 20mm 未

















4，5 月における ΔPR≧30mm/日の事例数は，8，9 月
に比べると少ないが，それでも，8，9 月の 7 割程度
の事例数があった。また，ΔPR≧30mm/日の日におい



































第 1 表 8,9 月におけるΔPR≧30mm/日の事例のパターン毎の出現日数（1985〜2015 年の 09JST の地上天気図に基づく）。
各月の合計日数と上位 3パターンの出現日数（日）を大きな数字で，また，例えば 8月に見られた上位 3パターンの，9月
における出現日数も小さな数字で示した。パターン名の記号のハイフン（-）は，2つの記号に対応する要素が重なったパタ
ーンであることを表す。また，表の右側に，各パターンの台風の位置や前線の位置の範囲の図も併せて示す。なお，前線が


















 高知・岡山間の降水量差形成に関わる暖候期の日々の降水や大気場の総観気候学的解析  













第 4図 8，9月におけるパターン T1（2014年 8月 2日，左図），パターン F(NS) （2015年 9月 3日，中央の図），パター




























 第 5 図 4 月におけるパターン 1a （2014 年 4 月 29 日，左図），パターン 1（2014 年 4 月 13 日，中央の図），パターン















 8月と 9月における事例の上位 3パターンとそれぞ
れの出現日数を第 1 表に示す（表の右側に，各パター
 




図に示す。また，4 月についても同様に第 2 表，及び，
第 5 図に示す。 
8 月には，台風中心が中四国付近に存在する場合
（パターン T2）が 15 事例あったが，全 79 事例のう

















ているパターン F(NS)（17 事例）も多かった。 






9 月，4 月間の比較） 





8，9 月における上位 3 パターンでは，何れのパタ
ーンにおいても，高知での時間 10mm を超える強雨の
卓越の寄与に伴って，高知の日降水量が大変多くなる
ことを反映したものであった。また，8 月や 9 月にお















































また，4 月でも，8，9 月と同様に，10mm/h を超え
る強雨の寄与が半分かそれをやや上回ることに伴っ
て，高知での日降水量が岡山よりもかなり多くなるパ














 高知・岡山間の降水量差形成に関わる暖候期の日々の降水や大気場の総観気候学的解析  













5.1 8 月（盛夏期） 
8 月に最も事例数の多かったパターン T1 における
総観場の特徴について（8 月の全 79 事例中，20 事例。











































 第 7図 8月のパターン T1で合成した，海面気圧（hPa）（左），925hPa面における気温（℃）・風ベクトル（m/s）（中央），
湿潤静的エネルギー（h/Cp）の 700hPa における値から 925hPa における値を引いた湿潤対流に対する安定度（K/100hPa）
（右）の分布。等温線は 3℃毎に示す。安定度に関しては，負値が不安定を示す。この単位で-2を下回る領域に影をつけた。



























44 加藤内藏進・杉村裕貴・松本健吾  
 
ーン T1-F(N)について第 8 図に，パターン T1-F(NS)に



































































 高知・岡山間の降水量差形成に関わる暖候期の日々の降水や大気場の総観気候学的解析  




































































46 加藤内藏進・杉村裕貴・松本健吾  
 
5.3 4 月 
第 7 図と同様な総観場の合成図を，4 月の上位 3 パ
ターンであるパターン 1a，1，2 について，それぞれ
第 11 図，第 12 図，第 13 図に示す。4.2 で述べたよう
に，8 月，9 月と違い，これら 3 つのパターンは全て，
温帯低気圧の通過とも関連している。また，何れの事
例とも基本的には，925hPa における等温線が本州南







また，パターン 1a と 2 は（1a は中四国付近を低気
圧が通過中のパターンであるが，大きく見るとパター
ン 1a も含めて），東方の地上高気圧と西方の低気圧と















































ターン 2 に比べると相対的に良い。 
925Pa，850hPa，700hPa における気温と風ベクトル
の合成を重ねた第 14 図によれば，中四国付近での上










第 15 図に，パターン 1 の例として，2001 年 4 月 21
日 09JST（00UTC）における気象庁作成の地上天気図
ミニチュア版（気象協会発行『気象』に収録）と，高








 高知・岡山間の降水量差形成に関わる暖候期の日々の降水や大気場の総観気候学的解析  

















































第 17 図 2001 年 4 月 21 日 09JST（00UTC）における気温（℃）と風ベクトル（m/s）を重ねた図を，925hPa 面（左）と



























































































続により ΔPR が大きくなったパターンが，4 月全体






















 高知・岡山間の降水量差形成に関わる暖候期の日々の降水や大気場の総観気候学的解析  
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